
北海道公立学校事務職員協会冬季研修会 

 

　令和７年（2025年）１月17日13時20分から、新たな取り組みとなる、北海道公立

 学校事務職員協会冬季研修会をオンライン開催しました。

 

 【日程】

13:00 13:20  13:30                　　　　　　  14:30 14:45               　　　　　  15:45

　接   開 講話  休 研修 

　続   会 「こころ豊かに生きる」  「予算の節減について」 

　準   式   憩  

　備  講師 　北海道苫前商業高等学校 

妙法寺 副住職 泉水 寛道 氏 　　　　事務長 高宮 正俊 氏

 

　講話では117校の参加が、研修では108校の参加がありました。研修会への参加及び

 １校１接続のご協力、ありがとうございました。

 

　講話　「こころ豊かに生きる」

　講師：常住山　妙法寺　副住職　泉水　寛道　さん 

 　昨年度まで夕張高等学校のＰＴＡ会長として、学校とのつながりをお持ちでした。

　ユーチューブで配信される「泉チャン」は10万人超えの登録者数となっており、夕張

高等学校卒業式などの式典におけるスピーチ動画はネット上で「伝説のスピーチ」と取り

 上げられています。



　リモート講話は初めてとのことでしたが、学校事務職員のことを考えていただいた、パ

 ソコンの画面越しでも熱量を十分に感じる内容でした。

　１時間弱の短い時間でしたが、印象に残ったお話・言葉は次のとおり、たくさんありま

 した。

 

◎学校事務職員は未来に貢献している。その土台である学校を支えている「ヒーロー」で

 ある。そのことに自分自身「気づいて」ほしい。

◎部下が辞めるのはトップに原因？　自分（事務長）が大きな夢を持ち、やりがいを持っ

 て仕事ができているか？できているなら事務室の雰囲気も変わる。

◎辞めたいと相談受けた時は、「何で辞めるの？」ではなく、「この職を受けようとした

思いはどうなったの？」、「なぜこの職を受けようとしたの？」（→気づき） 

 ◎心が変わると現実が変わる。

◎保護者が何を思っているのか、思いを寄せる。あるいは、相手の興味関心事に興味関心

 を持つ。

 ◎自分のことを好きになる。

◎辞めたい気持ち＝真剣に考えている証。何のために仕事をしているのか（問い→気づ

き）。 

◎仕事のために生きるのはダメ。仕事は頼み合い（誰かやる、休めない環境はダメ、楽し

みながらやった方が効率良いのでは？）。 

◎失敗か成功かは後の問題（すぐに決め付けない）。 

 

　皆さんはどんなお話が印象に残りましたか？少しでも心が「豊か」になったと感じるこ

 とができたとしたら、とても嬉しく思います。

 　泉水寛道さん、ありがとうございました！

 

　研修　「予算の節減について」

　北海道苫前商業高等学校　事務長　高宮　正俊　さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



　令和６年９月に開催された第41回北海道公立学校事務長研究協議会で、留萌支部の研

 究発表として高宮さんが勤務校で実践した取り組みを発表しました。

　事務職員協会本部研究部理事の間で話題になり、事務長だけが聞くのはもったいないと

 思い、研修会での説明を依頼したところ、快諾していただきました。

 

　着任半年で予算が足りない現実に直面し、カラーレーザープリンタからインクジェット

プリンタに切り替えたり、印刷機やコピー機の使用を見直したりしながら支出削減に努め

た話はとても参考になりました。また、地域性もありますが、より安価に物品を購入する

ことができるよう、定時見積りよりも随時見積りを活用している話は、予算を効率良く執

行するためには地域の実情に見合った契約方法を優先させる必要があることを教えてくれ

 ました。

　職員会議でランニングコスト比較の資料を提示して職員に説明し、支出削減の理解を得

 ることも、若手事務職員には参考になったのではないでしょうか。

　節減の具体的な取り組みとして、まず、固定経費（毎年必ず購入する物）を把握する必

要性を説いてます。コピー用紙や印刷機インク等、実績の把握は、使用数量及び支出額の

推移を年度ごとに押さえることが可能であり、極端に増加した際に速やかに原因を突き止

 めることも容易になります。

　「今ある物が最善なのか常に検証する必要はある」との言葉、忘れずにいたいと思いま

 した。

 

　実績の把握や予算の節減について新たな取り組みにチャレンジしてみようと思っていた

 だけたらとても嬉しく思います。

 　高宮事務長さん、ありがとうございました！

 

 

　事務職員協会は令和６年８月に研究大会を開催しましたが、就学支援金・就学奨励

費については８月だと実質的に事務処理が進行、あるいは終了しているという会員の

皆さま方の声に応えて、就学支援金と就学奨励費に特化した研修会を令和７年６月に

 開催する予定です。

　質疑応答はもちろんのこと、各学校の取組についても説明できればと考えています。

現在、質疑や他校に聞いてみたい取組について募集しています。詳細は令和６年12

 月に会長名で各学校に送信した文書によりご確認ください。

　また、令和７年８月には今年度と同様、研究大会を開催します。完全オンラインで

の開催を予定しており、講演や講義、事務分掌ごとの発表や活動している支部のミニ

 報告などを盛り込む予定です。

　事務分掌ごとの発表では、旅費、財産、給与などに関する講義発表で、参加者がど

 の講義を受けるか選択できるようにする予定ですが、講師も募集しています。

　このテーマなら講義していいよ！という方がおりましたら、ぜひ、事務職員協会本

部役員・理事まで、連絡をお待ちしております。


